
接種の実務

・窓口に来た接種希望者の接種券と予診票を確認し、それぞれに記載された氏名等と、本人確認書類
（マイナンバーカード、運転免許証、被保険者証等）の内容を確認し、本人確認を行う。

・接種希望者は、原則、住民票所在地の市町村において接種を受けることになる。

※基礎疾患を有する者がかかりつけ医で接種する場合は他市町村でも接種できる。

※近接する複数市町村で一体となって接種体制を構築する場合は、同一市町村とみなす。

受付

・接種を行う前に、問診・検温・必要な診察を行い、予防接種を受けることが適当でない者又は予防接
種の判断を行うに際して注意を要する者に該当するか否かを調べる。

予診

・予診票に、接種券のシールと、ワクチン名・ロット番号のシールを貼付する。

・予診票の写し（コピー）を医療機関において保管する。

・接種が終わった後、アナフィラキシーや血管迷走神経反射等の症状が生じることがあるため、接種後
に接種会場において一定期間観察を行う。

接種後



対象者
 １６歳以上の方

接種回数・接種間隔
 18日以上の間隔をおいて、標準的には 20日の間隔をおいて２回接種
 １回目の接種から間隔が20日を超えた場合はできるだけ速やかに２回目
の接種を実施

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

接種方法
 1.8ミリリットルの生理食塩液で希釈し、筋肉内に注射する
 接種量は、毎回0.3ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【ファイザー社の新型コロナワクチン】

予防接種法による新型コロナワクチンの接種



（参考）予防接種行政における「○日（以上）の間隔をおいて」の意味について

 予防接種行政における省令や通知等では、複数回接種が必要な場合に、その接種間隔を「○日（以
上）の間隔をおいて」と表現している。

 これは「接種日と次の接種日の間に○日の日数をおく」（いわゆる「中○日空ける」）を意味して
いる。
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例１：ファイザー社ワクチンを20日の間隔をおいて２回接種
とは、

例２：異なるワクチンを13日以上の間隔をおいて接種とは、

３週間後の同じ曜日に接種、との意味 ２週間後の同じ曜日以降に接種、との意味

（Ｂ予防接種は15日以降に接種する）



接種不適当者と接種要注意者

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種については、以下の者を接種不適当者（予診の結果これらの
者に該当すると認められるときは、接種を行わない）とする。

①当該予防接種に相当する予防接種を受けたことのある者で当該予防接種を行う必要がないと認めら
れるもの

②明らかな発熱を呈している者
③重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者
④当該疾病に係る予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシーを呈したことがあることが明ら
かな者

④上記に該当する者のほか、予防接種を行うことが不適当な状態にある者

接種不適当者

【接種要注意者】（接種の判断を行うに際して注意を要する者）
 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有する者
 予防接種で接種後２日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈したことがある者
 過去にけいれんの既往のある者
 過去に免疫不全の診断がされている者及び近親者に先天性免疫不全症の者がいる者
 接種しようとする接種液の成分に対してアレルギーを呈するおそれのある者
 バイアルのゴム栓に乾燥天然ゴム（ラテックス）が含まれている製剤を使用する際の、ラテックス過敏症のある者

（ファイザー社ワクチンはラテックスを使用していない）

※「基礎疾患を有する者」に関し、抗凝固療法を受けている者、血小板減少症又は凝固障害を有する者については、接
種後に出血又は挫傷があらわれることがあり、接種要注意者に該当することに留意。

接種要注意者



その他の注意事項

 基礎疾患を有する者等については十分な予診を行い、基礎疾患の状況が悪化している場
合や全身状態が悪い者等については、接種の延期を含め、特に慎重に予防接種の適否を
判断する必要があること。

 接種後にアナフィラキシーを呈することがあるため、接種後少なくとも15分間は被接
種者の状態を観察する必要があること。また、過去にアナフィラキシーを含む重いア
レルギー症状を引き起こしたことがある者については、接種後30分程度、状態の観察
をする必要があること。

 接種後に血管迷走神経反射として失神があらわれることがあるため、過去に採血等で
気分が悪くなったり、失神等を起こしたことがある者については、接種後30分程度、
体重を預けられるような場所で座らせるなどした上で、なるべく立ち上がらないよう
に指導し、被接種者の状態を観察する必要があること。なお、予診の結果等から血管
迷走神経反射による失神が生じる可能性が高いと考えられる者については、ベッド等
に横たわらせて接種するといった予防策も考えられること。

接種の判断

接種後の観察



予診票

成人用参考様式
※現時点では対象者ではない小児に関する項目などを削除した参考様式です。

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


予診票などの多言語対応

 予診票、説明書、接種のお知らせ（例）については、17言語に翻訳したものを公表している。

○予診票、説明書、接種のお知らせ（例）を以下の言語に翻訳したものを厚生労働省ホームページに掲載している。

• 英語（English）

• アラビア語（Arabic）

• 中国語（簡体字）（Simplified Chinese)

• 中国語（繁体字）（Traditional Chinese）

• フランス語（French）

• インドネシア語（Indonesian）

• クメール語＜カンボジア＞（Khmer）

• 韓国語（Korean）

• モンゴル語（Mongolian）

翻訳言語

• ミャンマー語（Myanmar）

• ネパール語（Nepali）

• ポルトガル語（Portuguese）

• ロシア語（Russian）

• スペイン語（Spanish）

• タガログ語＜フィリピン＞
（Tagalog）

• タイ語（Thai）

• ベトナム語（Vietnamese）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunits
uite/bunya/vaccine_tagengo.html

厚生労働省HP
「外国語の新型コロナワクチンの予診票等」

○翻訳された予診票を見ながら日本語の予診票に記入してください。

予診票（翻訳）の使い方

日本語 翻訳

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_tagengo.html


（令和３年３月26日付け事務連絡より）

予診における留意点についての分かりやすい資料の提供

 現場で予診を行う医師や、予診票の確認等に従事する職員等に予診時に参考にしていただけるよう、
自治体向けに「新型コロナワクチン 予診票の確認のポイント 」 を公表している。

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


確認のポイント

接種するワクチンの成分に対し、重度の過敏症の既往のある人は、接種不適当者に該当します。

１回目の接種でアナフィラキシーを起こした人は、２回目の接種はできません。

食物アレルギー、気管支喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎（花粉症含む）、蕁麻疹、アレルギー体
質等だけでは、接種不適当者にはならず、接種するワクチンの成分に関係のないものに対するアレルギーを持つ
方も接種は可能です。

ただし、即時型のアレルギー反応の既往がある人は、接種要注意者として、接種後30分間の経過観察をします。

10 薬や食品などで、重いアレルギー症状（アナフィラキシーなど）を起こしたことがありますか。

（解説）
ファイザー社のワクチンに含まれるポリエチレングリコールや、交差反応性が懸念されているポリソルベートを含む医薬

品については、医薬品医療機器総合機構（PMDA）のホームページで検索することができます。また、ポリエチレングリ
コールは、大腸の検査をする時に用いる腸管洗浄剤、医薬品・医薬品添加物、ヘアケア製品、スキンケア製品、洗剤など、
さまざまな用途に使用されています。
ポリエチレングリコールに対して重度の過敏症の既往が明らかな方は、接種不適当者に該当します。
ポリソルベートに対して重いアレルギー反応を起こしたことがある方への接種は、専門医による適切な評価とアナフィラ

キシーなどの重度の過敏症発症時の十分な対応ができる体制のもとで行うことが望ましいとされています。ポリソルベート
は既存のワクチン（11参照）等の医薬品の他、乳化剤として様々な食品に用いられています。
なお、ポリエチレングリコールやポリソルベートを含む医薬品・製品は非常に多数存在するとともに、こうした医薬品・

製品には他の成分も含まれていることから、実際には原因の特定に繋がらないことも多いと考えられます。そのため、様々
なアレルギー歴について丁寧に聴取し、原因の特定に至っていない場合も含め、過去に何らかの医薬品や食品などで重いア
レルギー症状を起こしたことがある方に対しては、十分注意をして接種の判断を行うとともに、接種後は30分間の経過観察
を行います。
ファイザー社のワクチンのバイアルストッパーは天然ゴムラテックスで作られていないため、ラテックスアレルギーのあ

る人にもワクチン接種は可能です。また、卵やゼラチンも含まれていないため、これらの物質にアレルギーのある人もワク
チン接種は可能です。
これまでの予防接種で具合が悪くなった方については、11もご参照ください。

（参考）「予診票の確認のポイント Ver 1.0」（令和３年3月26日版）より抜粋

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


確認のポイント

以前に予防接種による副反応の既往があれば、その使用ワクチンの成分（添加物を含む。）と実施しようとする

ワクチンの成分について共通性の確認も必要です。

１回目の接種でアナフィラキシーを起こした方は、２回目の接種はできません。アナフィラキシー以外の即時型

のアレルギー反応がみられた方についても、接種の是非を慎重に判断します。

また、過去に迷走神経反射を起こしたことがある方は、接種後30分間の経過観察を行います。ベッドに臥床して

接種することも迷走神経反射の予防法の1つです。

（解説）

ポリエチレングリコールを含むワクチンは、ファイザー社のワクチンが初めてです。

ポリエチレングリコールと交差反応性をもつと言われているポリソルベートを含むワクチンは、沈降13価肺炎球菌結合型

ワクチン（プレベナー13）、インフルエンザHAワクチン「第一三共」、組換え沈降４価ヒトパピローマウイルス様粒子ワ

クチン（ガーダシル）、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（エンセバック）、５価経口弱毒生ロタウイルスワクチン（ロタ

テック）、不活化ポリオワクチン（イモバックス）等です。即時型のアレルギー反応の既往歴が判明した場合は、接種要注

意者に該当する可能性があります。

新型コロナワクチンの１回目接種後に遅発性の局所反応（例えば、紅斑、硬結、そう痒症）があっただけであれば、２回

目接種は可能です。１回目接種後に遅発性の局所反応を経験した人が、２回目の接種後に同様の反応を起こすかどうかは不

明です。 新型コロナワクチンの１回目接種で、アナフィラキシー以外の即時型のアレルギー反応を起こした方については、

10を参照し、接種を見合わせるか、重度の過敏症発症時の十分な対応ができる体制のもとで接種を行うかを、慎重に判断す

る必要があります。

11 これまでに予防接種を受けて具合が悪くなったことはありますか。

（参考）「予診票の確認のポイント Ver 1.0」（令和３年3月26日版）より抜粋

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


新型コロナワクチン予防接種についての説明書

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


安全な接種に向けた取組

 研究班（※）において新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種を安全に行うための注意点やポ
イントについて解説した動画を作成し、Youtubeの厚生労働省公式チャンネルで公開している。

 あわせて、要点をまとめたリーフレットも作成し、厚生労働省ホームページにおいて公開している。
※厚生労働行政推進調査事業費補助金“新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業”「ワクチンの有効性・安全性と効果的適用に関する疫学研究」

動画
（https://www.youtube.com/watch?v=rcEVMi2OtCY）

リーフレット
（https://www.mhlw.go.jp/content/000764700.pdf）

厚生労働省新型コロナワクチンホームページでは、
医療機関向けのお知らせ＞接種の実施 接種の進め方の関連資料に掲載しています。

医療従事者のための新型コロナウイルスワクチンを
安全に接種するための注意とポイント

https://www.youtube.com/watch?v=rcEVMi2OtCY
https://www.mhlw.go.jp/content/000764700.pdf


予診票の取扱い

接種希望者が持参する接種券等 予診票

①接種券を貼付

メーカーが提供するシールのイメージ

②接種済証に貼付

③予診票に貼付
サンプル サンプル

サンプル

 接種後は、①予診票に接種券を、②被接種者が持参した接種済証部分に、ワクチンシール（大）を、
②予診票にワクチンシール（小）を貼ってください。


